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「みち」本来の役割に立ち戻って道路行政を見直す

１．道路ルネッサンス研究会設置の背景と検討の視点

●祭りや商売、大道芸な
ど生活やイベントの場として
多様な機能を担う。
●庇下（ひさした）は、官民
共同の空間として柔軟に
利用。

●モータリゼーションの進展、自動
車交通の効率化重視により、賑わ
いの場としての機能が喪失
●道路区域と区域外が明確に分
かれ、道路管理者が道路を一元
的に管理

江戸時代の｢みち｣ 戦後の「道路」

①みちの持つ多様な「機能」の発揮
（賑わい、情報発信、交流、風景等）

＜道路ルネッサンス研究会の視点＞

③道路区域という「空間」にとらわれない新しい関係の構築
（地域との一体性の確保）

②多様な「主体」の参加による「公」の復権
（「官ｖｓ民」⇒「公－私」の関係の確立）

道路ルネッサンス

国民のニーズの多様化 国民の参加意識やボランティア意識の高まり 情報社会の進展

出典：国土交通省資料
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江戸時代のみち①

我が国の「みち」は、例えば欧州における「広場」のように、生活
やイベントの場として多様な機能を担っていた

「朝鮮人来朝図」

「熙代勝覧」

「江戸図屏風」

◆ 祭や商売、大道芸等を行い、また、人が集まり遊ぶ生活空間となっていた

きだいしょうらん
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江戸町奉行の命令で作成された沽券絵図（地

籍図）にも、庇下は半公儀地（半分は公の

地）と記載
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「沽券絵図」

＜庇下に関する町触＊＞

◆当時（江戸時代）の庇下は、半分が公の
地と法令で定められていた

＊幕府や大

名が町方

に布告し

た一種の

法令

◆庇下は、昼間は店舗の一部（私）、夜
間は道（公）として利用された

庇下での商売の様子

＜官民共同で利用した道＞
まちぶれ

こ けん え ず

はん こう ぎ ち

江戸時代、庇下（ひさした）は“半官半民”の柔軟な使われ方をしていた。

まちかた

江戸時代のみち②
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現代の「みち」に対するイメージ

道路に対するイメージは、危険、無機質、落ち着かないなど、
どちらかといえばネガティブなものが多い

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａに近い どちらかというとＡに近い どちらでもない どちらかというとＢに近い Ｂに近い

A 楽しめる

A 温かみのある

A 安心感のある

A ゆとりのある

A 開放感のある

A 明るい

A 癒される

A 賑わいのある

A きれいな

A くつろげる

B 面白味のない

B 無機質な

B 危険が多い

B 混雑している

B 窮屈な

B 暗い

B 不快な

B 閑散とした

B 汚い

B 落ち着かない

Q あなたが道路に対してもっているイメージは、以下の表現のいずれに近いですか？

インターネット調査により、20-69歳の男女のサンプルを抽出（人口、居住地を国勢調査に合わせ補正）
調査期間： 2006年1月20日～24日
有効サンプル数： 1,174件
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◆道路・沿道の景観
が、突出して好まし
くないとされている

◆看板や建築物など
沿道の課題や、放
置自転車や落書き
など道の使われ方
にも課題が少なくな
い

＜好ましくない景観＞

＜残したくない景観＞

＜残したくない景観例＞

乱立する看板・電柱

違法看板

壁への落書き
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国民のニーズの多様化
（現代の生活における「みち」へのニーズ）
例１：沿道との一体的取り組みが求められる景観向上
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国民のニーズの多様化
（現代の生活における「みち」へのニーズ）
例２：日常を体験する観光へ
今後のツーリズムにおいては、温泉や世界遺産とともに街並み歩きや地域の
魅力を体験する旅が注目されている
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お台場など大都市の新しい観光スポットの訪問

各地の伝統祭りや行事への参加・見学

世界遺産など日本を代表する文化財を訪れる旅

温泉で３日以上滞在してゆっくりする旅（湯治など）

酒蔵での酒づくり見学や試飲などを楽しむ旅

漆器・陶芸など職人による伝統工芸の見学

歌舞伎・能などの舞台の鑑賞

大正ロマン、昭和レトロなどの雰囲気のあるまち並み歩き

街道歩き（ウォーキング）を楽しむ旅

茶道・華道などの伝統文化の体験や講習参加

米作りや果物の収穫などの農業体験

ガイドとともに自然の魅力を体験する旅

七福神めぐりなど、地域周辺での行楽

地域の食材を活かした郷土料理を楽しむ旅

織物（おりもの）など、庶民の生活文化の見学・体験

「よさこいソーラン」など新しい地域イベントへの参加や見学

TVドラマや映画のロケ地を見学・訪問する旅

各地の霊場を巡礼する旅

農家などに滞在し、田園生活を楽しむ体験

里山保全、森林ボランティアなどの身近な環境や文化を守る活動

参加率

参加希望率

新しいツーリズムへの参加率と参加希望率

出典 「レジャー白書2005」 （財）社会経済生産性本部

街道歩き（ウォーキング）を楽しむ旅

大正ロマン、昭和レトロなどの雰囲気のあるまち並み歩き



7

国民のニーズの多様化
（現代の生活における「みち」へのニーズ）
例３：「昭和」への憧憬

昭和の町の賑わい
平成１７年１１月２７日 中日新聞

大分県豊後高田市「昭和の町」
高齢化と老朽化の進む寂れた商店街を「昭和３０年代」をテーマに再整備。
その結果、観光客が急増。年間２５万人を超える観光客で賑わっている。
2005年地域再生・地域自慢大会優勝
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国民のニーズの多様化
（現代の生活における「みち」へのニーズ）
例４： 健康、余暇、安らぎの指向に応える

団塊の世代におけるウォーキングの人気
Q 今後行ってみたい運動・スポーツの種目（複数回答・上位５項目）：年代別

内閣府：「健康とスポーツに関する世論調査」（平成１６年度）

35.8

28.4

44.1

49

47.4

37.9

25.9

27.2

20.9

20.1

14.7

10.7

25

22.8

20.5

13.9

14.1

20.3

21.6

19.5

9.5

19

19.4

12.8

10.2

9.5

4.1 4.1

10.4

2.8

0 20 40 60 80 100 120 140

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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70歳以上

ウォーキング 軽い水泳

ボウリング

ゴルフ ダンス

スキー、スノーボード
％

軽い球技 スキー、スノーボード 体操

ウォーキング

ウォーキング

ウォーキング

ウォーキング 軽い水泳

軽い水泳

軽い水泳

体操

体操

体操

軽い球技

軽い球技

ゴルフ
ダンス

軽い水泳

体操

ゴルフ

ゴルフ

軽い球技 軽い水泳 ウォーキング

ウォーキング

ウォーキング

ウォーキング

ウォーキング

ウォーキング
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｢公｣
対話と協働 参加と責任 未知への挑戦

個 個 個 ◆「阿智村婦人会」による活動
（下伊那郡阿智村での活動）

◆堀川女性会による清掃活動
（国道１号 曾根崎通り）

◆未知普請クリーン活動状況
（地元団体と連携した道路清掃）

◆御堂筋パレードに幼稚園児が
未知普請号に乗って参加

国民の参加意識やボランティア意識の高まり
（未知普請活動の進展）
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国民の参加意識やボランティア意識の高まり

Ｑ１．活動に対する満足度は、いかがですか？ 

Ｈ13 年（195件） Ｈ15 年（527件）  

■ボランティアサポートプログラムの参加
団体は年々増加している。

【参加団体数】 【参加者の感想】

■活動に対する満足度は高い。
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情報社会の進展（ＩＴＳ推進に関する取組①）

①2007年を目指したＩＴＳサービス

情報提供の広域化・精緻化 音声・画像によるわかりやすい情報提供

◎多様なＩＴＳサービスの実現
◆多言語カーナビ・道路交通情報提供◆インターネット接続
◆道の駅での情報提供 ◆駐車場ゲートのスムーズな通過

◎新道路情報提供サービスイメージ

○○峠 雪注意

　　「○○峠、雪に注意」　　「○○峠、雪に注意」

○○峠 雪注意
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情報社会の進展（ＩＴＳ推進に関する取組②）

◎道路管理の高度化

◆情報基盤を構築し適切な情報提供による防災
対策の強化・高度化

◆特殊車両管理への応用

②さらなるＩＴＳサービスへの取組

※「ＡＨＳ：走行支援道路システム」とは、道路とクルマが連携し、センサや路車間
通信等の技術を駆使して交通事故や渋滞の削減を目指すシステム

◎安全走行支援（ＡＨＳ：走行支援道路システム）
◆カーブでの安全走行情報提供等による事故削減 ◆民間駐車場等への応用による利便性向上

斜面の防護ネットやフェンスに落石を探知するシステ
ムをつけます。

落石探知システム

首都高速４号新宿線（上り）参宮橋カーブ区間
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情報社会の進展（ＩＴＳ推進に関する取組③）

③ＩＴＳとＩＴ新改革戦略（ＩＴ戦略本部決定）について

• 2006年度早期に、安全運転支援システムの実用化に係る官民一体の連携会議を設立
• 2008年度までに、官民連携で安全運転支援システムの大規模な実証実験を実施
• 2010年度から、安全運転支援システムを事故多発地点を中心に全国展開

（２）IT戦略本部の経緯（１）体制・メンバー

■ IT戦略本部
本部長 小泉 純一郎 内閣総理大臣

副本部長 松田 岩夫 内閣府特命担当大臣（科学技術政策・食品安

全）情報通信技術（IT）担当
安倍 晋三 内閣官房長官

竹中 平蔵 総務大臣

二階 俊博 経済産業大臣

本部員 杉浦 正健 法務大臣

麻生 太郎 外務大臣

谷垣 禎一 財務大臣

北側 一雄 国土交通大臣 他9名
（有識者） 伊丹 敬之 国立大学法人一橋大学大学院商学研究科教授

清原 慶子 三鷹市長 他6名

H13.1.6
高度情報通信ネットワーク社会推
進戦略本部（IT戦略本部）を内閣に
設置

高度情報通信ネットワーク社会推
進戦略本部（IT戦略本部）を内閣に
設置

H13.1.22 e-Japan戦略を決定e-Japan戦略を決定

H15.7.2 e-Japan戦略Ⅱを決定e-Japan戦略Ⅱを決定

H18.1.19 IT新改革戦略IT新改革戦略

（３）ITSに関連する記述




